
 

 

令和５年度契約監視委員会（第１回）議事要旨 
 
１． 日時 令和５年６月１９日（月）１６：００～１７：３０ 
 
２． 場所 大学改革支援・学位授与機構 小平本館コンベンションホール 
 
３． 出席者 

（委 員）草加委員、小笠原委員、柴委員 
（事 務 局）管理部長、会計課長、会計課契約係長、会計課総務係長、 

研究開発部長、総務課研究支援・広報戦略係長、 
総務課情報企画支援室情報戦略係長、 
総務課情報企画支援室情報戦略係主任、 
監査室長、監査係長、監査係員 

４． 議事 
議事に先立ち、令和４年度第２回の議事要旨（案）が確認され、了承された。 
 

（１） 委員長の選出について 
契約監視委員会設置要項第４条第１項に基づき、委員長は委員の互選により委員長を

置くこととなっている。全委員の賛同のもと、草加委員を委員長に選任した。 
 

（２）令和５年３月分までの契約について 
前回点検後の令和４年１０月から令和５年３月の間で契約を締結したものを対象とし

て、①一者応札・応募となったもの、②新たに随意契約を締結したものについて点検を行

った。 
 
   ※質疑の概要については、【別紙】参照。 
 
（３）令和４年度調達等合理化計画の実施状況に係る自己評価（案）の点検について 

「令和４年度調達等合理化計画の実施状況に係る自己評価（案）」の審議を行った。 
審議の結果、原案のとおり了承された。 
 

（４）令和５年度調達等合理化計画の策定（案）の点検について 
「令和５年度調達等合理化計画の策定（案）」について審議を行った。審議の結果、原

案のとおり了承された。 
 
（５）その他 

次回の契約監視委員会は、今回点検した以降の契約について、契約の適正性、妥当性の

検証を行うこととし、令和５年１１月～令和６年３月頃に実施することが確認された。 
また、委員より次回以降の点検対象について以下のとおり意見があった。 
・点検対象の選定に当たり、契約方式（総合評価落札方式）、落札率などの観点も加え

て検討いただきたい。 
以 上 



【別紙】 

 

質疑概要 

〇令和５年３月分までの契約について 

① 一者応札・応募となった契約の点検［２件］ 

・『学術文献検索データベース及び引用情報データベース 一式』 

・『基幹システム運用保守サポート業務 一式』 

確認事項・意見 回答 

「学術文献検索データベース及び引用情報デー

タベース 一式」 

・システムを構築したのか。 

・従前の単年度契約ではなく、複数年契約に変更

した理由は何か。 

・代理店は少ないのか。 

 

 

・既製品の調達である。 

・為替の影響による契約金額の上昇リスクを

回避するためである。 

・代理店は限られている。 

「基幹システム運用保守サポート業務 一式」 

・問い合わせ 1 件当たりの対応に係る工数はど

の程度か。 

 

 

・新規参入の余地はあるのか。 

 

 

 

・仕様書で保守実績は開示しているのか。 

 

・具体的な保守内容は機構側で把握しているか。 

・具体的な保守内容を仕様書等で開示すること

により、入札参加を検討している業者が技術的

要件を満たしているかを判断するための参考に

なると考える。セキュリティ上、差し障りのない

範囲で結構だが、対応を検討いただきたい。 

・過年度のサポート期間において問合せ件数が

多い年度があるが、どのような要因か。 

・問い合わせから作業完了までに日数を要して

いる案件があるが、理由は何か。 

・複数年契約に変更されているが、単年度契約時

より契約金額は下がっているのか。 

 

・軽微な不具合なら当日中に完了するが、内

容によっては相応の工数が必要となる。ま

た、長期にわたる保守対応も少数ではあるが

確認している。 

・当システムは汎用的な機器で構成されてい

るため、特定の業者である必要はない。ただ、

これらを包括的にサポートしなければなら

ない点で一定の技術的要件は求められる。 

・仕様書に具体的な保守内容は添付していな

い。 

・把握している。 

・検討する。 

 

 

 

 

・システムの大幅な更改直後によるものであ

ると考える。 

・パッチの適用等、作業日等の部署間調整に

より日数を要する案件もある。 

・サービス内容は従前より変更ないが、年度

ごとの契約金額は単年度契約時より安く抑

えられている。 



【別紙】 

 

② 新たに随意契約を締結したものの点検［１件］ 

・『電子決裁・文書管理システムの運用保守業務 一式』 

確認事項・意見 回答 

「電子決裁・文書管理システムの運用保守業務 

一式」 

・導入時、共同調達の検討はされたのか。 

 

・契約更新時、運用保守の稼働実績を反映して

いただきたい。 

 

 

・各機関で取り扱いの事情が異なるため、

共同調達は難しいと考えている。 

・反映する。 

 


